
平成21年度「大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム」選定取組

取組名称：乳幼児期から小学校までの育ちを見通す地域人材の育成システム「信州モデル」の実現
構成大学：上田女子短期大学、信州大学

教育プログラムへの
地域のニーズの反映

本連携取組は、保育者養成校である上田女子短期大学と、小学校教員の養成課程を有する信州大学教育学部が連携して共同教育プログラムを構築することによ
り、乳幼児期から小学校までの育ちを見通し、現代的課題に対応しつつ、地域における個別教育支援を担うことができる保育者・小学校教員を育成することを目的
としています。
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連携取組の内容

地域子育て
サポート事業の実施

共同FD・SDの実施

共同教育
プログラムの構築

子どもの育ちを見通す
地域人材の育成・輩出

両大学の強みを活かし、地
域の現代的課題に対応す
るカリキュラムの実現

大学を拠点とした子育てを
めぐる地域課題への支援
体制の充実

両大学による協働的授業
及び共同FD・SDによる大
学教員の指導力向上

効
果
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育成人材が地域の保育・教育現場に定着
すべての子どもを支えあう地域共同体

ネットワークシステムの構築多様なニーズを持つ子どもへの支援をコーディネート


